










公園 とセメ ン ト彫刻
初期野外彫刻の経緯と背景










1951年より開催 される日比谷公園での 「白色ボル トランドセメントによる野外創作彫刻展」
(東京都主催,小 野田セメント後援,1951～1971)は,戦後初期の本格的な野外彫刻展であ る。
この展覧会が契機 となり,集 団58野外彫刻展,同60野外彫刻展(神 奈川県立近代美術館,








このような野外彫刻の社会的性格 に対 し,集団58野外彫刻展か ら宇部市 の現代 日本彫刻展
まで中心的に関わった土方定一 は,






こうした野外彫刻をあ ぐる彫刻 と社会の関係は,1970年初あに海外で使用 されはじめ 「公
共空間をゆたかにする」 ものとして1990年頃か ら日本でも一般に使われ出 した 「パブ リック
アー ト」3という言葉の対象を捉える際に一っの視点を提供 して くれる。 この関係を社会が彫
刻を活用 しようとする態度 と,現代彫刻が社会性を獲得するために野外に出ようとする態度 と
の相関的な実践と捉え,そ れらがどのように展開 してきたのかを探ることによって,芸 術と社
会の現実的な関係の一断面が提示されるのではないだろうか。
こうした問題意識の下 に,本稿では戦後初期野外彫刻展の契機 となった背景として,戦 前の




園)の 後援を行 っており,この彫刻展終了後,連 盟事務局の樽谷清太郎から小野田セメントを
紹介 され,野外創作彫刻展の開催へと至 ったという経緯がある5。この発意 における公園管理





しさを,人 々は改めて知るであろう。戦後早 くも数年を経過 したとはいえ,人心はまだ完
全な平和を取 り戻 してはいない,都会の風景 も人々の心と同 じようにまだまだ荒れている,
せめて芸術作品にで も触れて,ひ と時の平和を身にっけて くれれば,そ れで足 りるのであ
る。公園の復旧もはかどらぬその当時としては,公園管理者がなし得るせめてものサーヴィ
スと考えてもよいのではないか。」6











ない。 これか らの日本は広場や公園に彫刻がほしいが,そ の材料としてセメントはどうか,
特に白色セメントがよいということになり,会場として日比谷公園,都 の公園緑地部に表










彫刻が戦前か ら,金 属素材の代用 として使用 され
ていたことを指摘 している1G。このことか ら,日 本
彫刻家連盟,東 京都がセメン ト会社 を協賛者 とし
て選んだことにおいて,野 外彫刻の可能性を見る
上で戦前のセメン ト彫刻 に何 らかの背景があるの
ではないかと考え られる。
同展 は日展系,在 野系各団体か らあわせて20数
名が参加 している。作品の制作費,運 搬費,な ら
びに材料 は小野田セメン トが作家に給付 した。作
品は東京都ではな く小野田セメン トが買 い取 り,
東京都あるいは全国各地 の自治体,民 間団体へ寄
図1:中 川為延 豊穣1963日 比谷公園













して,当 時の公園計画の動 きとの関連を探 ってみたい。東京都公園緑地部技師北村信正は同誌
1956年3月号 「受難 と復興の記録」 において,戦後の公園計画の歩みにっ いて詳 しく説明 し
ている。明治から昭和初期まで数々の都市計画において具体化されてきた東京の公園は,第二
次大戦時の農園への改造,防 空壕の設営,空 襲による植栽の炎上,終 戦後のバラック化等によ
り壊滅的な状況であった。戦後の公園計画はこうした公園の復興から始まる。復興が一段落 し,
次の段階に移行する時期として,北 村は1951年の公園計画を位置付けている。





作彫刻展 はその年 に開催され,翌年1952年の戦災復興計画での都市公園計画において誕生 し








































を設立する上原敬二が同誌大正15年1月号に発表 した 「造園彫塑 として 「時の泉』」(原文マ









るし,各国夫々特有の構造法と材料 と作意 とのあるによってこれを有効に利用 しっっ築庭
す る時 はそこに極めて趣ある庭趣を表現 し得るのである。(中略)即 ち其目的とす る所 は
像の現す意味 とその附近の自然構造即ち植栽 構造等とが有機的に調和することを指すの
であってこれが完全に出来れば記念碑植栽 大建築の前庭植栽,児 童を本位 とする庭園構











昔話 を題材と した彫刻が設置 されて
いる点において,こ うした造園思想





の位置とその将来にっいて」では,「本来造園は土地を美わしく取 り扱う技術であ りますか ら
芸術の一分派であります」22と述べ,造 園学会の誕生当初からこうした意識があったことを覗
わせる。下 って昭和12年3月の桧垣四郎 「造園芸術への一考察」では,「造園の対象 も見 らる










国神社)に 始まり29,明治40年頃より急激に増加す る25。当時高村光雲 はこうした銅像需要の





に制作 された銅像の約30%が公園に設置され,大 正期もほぼ同 じ推移 を見せている。 ただ,
都市型公園が具体化され出す昭和以降は急激に減少 している肥。都市型公園が具体化する以前
の公園の様相において,銅 像が公園における彫刻として一般 的であったことが理解できる。












まず,造 園的見地からはどう評価 していたのだろうか。関口は,造 園学雑誌1926年5月号
「記念像の設置に就 いて」の中で,
「さて完成 した暁は如何といふに,位 置の不適,環 境の不備等のために,或いは砂塵にま
みれながら交通の妨害物視せ られ,或 いはあまり人 も近寄らぬ寂 しい所に悄然として立ち,








「記念像の最も最初の条件(従 って根本条件 とも見られる)は,肖 像に非ず,台座に非ず,
実に其の位置であり,周囲であると云ふと思ふ。(中略)尤 も記念像の位置の適否 は,背










こうした批評を背景に考えた場合,ビ ジネス化 に伴い急激に増加する銅像需要 にあって,公
園においては,銅像のモニュメンタリティを高める舞台としての性格を もっ ものの,そ の現実




見るように,銅像化される人物が設置場所 となんの関連 もないようなケースも存在 しており,






これまで造園学 における彫刻観の背景まで遡 り,公園か ら求あられる彫刻観の系譜にっいて
考えてきたのだが,以下の章では,そ うした背景の下生まれた実際の彫刻需要と戦後の野外彫








されている。 その中に小野 田高 節







設計,施 工,監督 の欄 に 「都市 ・住宅地 の修飾彫塑」,さらに大谷石材ならびに加工の欄 に








とから,あ る程度m的 に普及 してい る対象で
あったといえるだろう。 ここでは添景物 として
「彫塑」 という抛 項目が設けられ,テ ラコッタ
製の動物彫刻が多数例示 されている(図7)。










という記述 に見 るように,造園学において模索 されていた場の寓意性を表現するというレベル
の実践が普及 していなか ったことがわかる。まだ比較的早い段階に計画された昭和4年 の箱崎





擬木の柵などの設備に交 じり噴水彫刻,動 物園の門柱の上に置かれた動物彫刻(図8)の 存在,
鉄筋コンクリー ト製の野外仏像が紹介されている。また同時期の文展や二科展といった美術展





メントを積極的に活用 しようというものであった。 こうした積極的な活動を逐一報告 している
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文献として,昭 和12年より日本 ポル トランドセ
メント同業会か ら発行されていた機関紙 「セメ
ント工藝』がある。 そこで は代替材料 にとどま
らないセメ ント彫刻独 自の造形的価値を普及 さ
せようとする以下のような意志が読み取れる。
「我国 に於 ける代用工藝 も時局を認識 して
一般の協力 によって着々改良改善を加へ ら
れっっ ある今日造園的添景物の考究は今や
絶好の機会 に当面 した観がある,此 意味に








索の中で,森 大造 は昭和17年6月号 「セメン ト
彫刻を考え る」 において特筆すべ き言及を行 っ
ている。





の美 しい持味を持 ってゐるからであ りま し
て,ブ ロンズなどの様に冷たい感 じはな く,









広場と彫刻,建築 と彫刻,山 と河 と彫刻,平 原と林と彫刻,集 団生活と彫刻,宗教 と彫刻,












を追求 し,普及す る様々な活動,例 えば銅像や建築
装飾物,金 属回収に伴 う二宮金次郎像のセメ ントに
よる代替制作といった活動報告が各号 において掲載






刻家連盟に所属 している。 こうした野外彫刻展 の明
確な志向とセメント彫刻家の存在は,連盟事務局の樽谷が小野田セメントを彫刻展のスポンサー
として東京都に紹介 した動機を伺わせるに十分であろう。また同研究会によって企画 され昭和








戦前の造園学におけ る彫刻観 は,彫 刻 に場 の寓 意表現 を求 め るもので あり,そ れまでの記念
碑で はな い新 しい彫刻 と場 の関係が現われ る土壌 を形成 していたといえ るが,こ うしたあ り方
は彫刻 にお ける自律性 を保証す るもので はな く,場 の意 味への従属 を要請す るものであ る。 し
か し実際の事 例やその批評 を見 る限 り造 園業 にお いて浸透 していた とは言えず,形 式 的なあ り
方が継承 されていた と理解 できる。戦後初期 の野 外彫刻 は公園 における空間のア クセ ン トとし
て の位置付 けを与 え られて いるのだが,こ の発想 はこうした戦前 の形式化 した造園彫刻 の現状
が,結 果 と して継承 された ことを表わ してい るので はないだろ うか。戦災復興 の混乱期 の公 園
計画 にお いて,彫 刻 は場 との意味的関連 を持 たず とも,そ こに存在す ることで空間のア クセ ン
トと して機能す るあ り方が まず求 め られた ことは容易 に推 測で きる。一方そ うした背景 か ら隼
まれ た造園の彫刻 は,セ メ ン トとい う屋 外用素材 の推進 に伴 う造形的価値の追求か ら,自 律 的
な野外彫刻の意識 を育 んで いたといえ る。 っ まり,記 念性 にも場 の意味 にも従 属 しない彫刻 と
して のあり方が,は か らず も社会的需要 の現実か ら導 かれ戦後 に継承 され,一 方セメ ン ト彫刻
にお いて志向 された野外彫刻へ の意識が,そ のあ り方 を彫刻 の側か ら補完す るもの と・して具体
化 したと考え ることがで きる。野外彫刻 誕生の経 緯 と して,戦 前か ら戦後 に至 る公 園 と彫刻 を




2土 方定一 「野外彫刻展の方向」朝 日新聞1958.1.27








て挙げられるのが,杉 村荘吉著 「パブリックアー トが街を語る」(東洋経済新報社,1995)である。
そもそもの語の使用は,著者が自治体担当者より依頼された国内外の野外彫刻設置事業の調査を行 っ
ていた際,そ れらがアメリカでは 「パブリックアー ト」と呼ばれていることを知 り,その語を国内の
73
同様の野外彫刻設置事業に適用 したという。
































29坪 内祐三 「靖国」新潮社,2001,初田亨 「繁華街にみる都市の近代一東京」中央公論美術出版,2001
他を参照
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38戸 野琢磨 「造園添景物 とアル トメンタに就て」,セメント工藝第27号,1941.5,p.14





42日 本ボル トランドセメント同業会 「セメント彫塑写真集」1942
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